
                                   農村振興課 

 中山間地域農業直接支払事業の第２期対策に係る最終評価について 

 

１ 第 2期対策の実施状況 

 

年 度 協定数 面積（ｈａ） 交付金額（千円） 

１７ １，２６５ １０，０２７ １，６６７，３８４ 

１８ １，２６９ １０，０６８ １，６８２，１７８ 

１９ １，２７５ １０，１０７ １，６８８，３８１ 

２０ １，２７６ １０，１１６ １，６９２，０７９ 

２１ １，２７６ １０，１１６ １，６９１，９６３ 

合 計 ― ― ８，４２１，９８５ 

 

２ 第 2期対策の評価 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

317協定(25.2%) 818協定(65.1%)

115協定(9.2%)

6協定(0.5%)

466協定(37.1%) 740協定(58.9%)

47協定(3.8%)

3協定(0.2%)

662協定(52.7%) 556協定(44.3%)

35協定(2.8%)

3協定(0.2%)
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耕作放棄の発生防止

地域・集落の活性化

多面的機能の維持

大きな効果がある 効果がある あまり効果がない 全く効果がない

 

協定集落に対する事業効果に関する調査 

市町村による最終評価 

評価区分 市町村数 

おおいに評価できる  27.6％ 

おおむね評価できる 72.4％ 

やや評価できる ０ 

さほど評価でいない ０ 

ほとんど評価できない ０ 

全く評価できない ０ 

その他 ０ 

合計  100.0％ 

 

第３期対策に向けた対応状況 

制度継続に関する意向 

・ 計画的、効率的な取組の推進 

・ 災害や有害鳥獣被害の防止 

・ 景観美化の推進 

・ 都市農村交流の促進 

・ 学校との連携による学童教育への貢献 

・ 維持管理の難しい農地の保全 

・ 集落における話し合いの機会の増加 

等                               

 

(1) 事項別の事業効果 (2) 具体的な効果 
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内側：市町村 

外側：協定集落 

県による最終評価 

 

 

おおむね評価できる 

評価区分 
諸課題に対応できるよう制度の内容を

充実させた上、平成 22 年度以降も継続し

て実施することが適当である。 


